日本建築法制会議 第６１回 総会 議事録

日　時：２０１２年５月１４日（月曜日）１４時～1６時３０分
場　所：東京都中央区京橋２丁目６番７号　京橋区民館４号室洋室

出席者：８名（敬称略・50音順）　
大山  宏、山東和朗、竹川忠芳、辻 英一、辻村正美、眞柄榮毅、室田達郎、山田利行、
□　主な情報発信（敬称略）と主な意見交換（⇒）
〇　提出資料（大山　宏）

· 「明治三陸地震　立命大院生、掲載米紙を発見」、京都新聞社、2012年４月10日

· 「仮設住宅膨らむ建設費＝追加工事重なりー解体含め一戸８００万円も」、

時事ドットコム、2012年５月12日
· 「規制・制度改革に係わる方針（平成２３年４月８日閣議決定）

　　　　　　事項名：老朽化建築物等の建替えに資する建築規制の緩和」、国土交通省、

· 「スロープ崩落：構造計算ミスの疑い…警視庁、建築士立件へ」、毎日、2012.5.12．
· National: Tokyo police  consider  first  criminal case for deaths  in  last  year’s  quake

                                        The Mainichi,2012／05／12

⇒　設計・施工者等の建物の安全性確保に関する注意義務について、平成１９年に

判示した最高裁判決は“建築士の責任を肯定する立場”を明確にしている。

　　⇒　国土交通省も“建築士の専門家責任”を問うという流れが台頭してきている。
· 「朱鷺メッセ訴訟、県側の請求を棄却」、にいがたＺ，2012年３月２６日
· 「朱鷺メッセ歩道橋判決に思う」、神田順、構造家コラム、2012年４月11日

· 「朱鷺メッセ連絡デッキ落下事故の真相相解明に挑む」、ＳＤＧ，2012年4月11日
· 「進まなかった原因究明　県の訴えを棄却、疑問視された事故調査の中立性」、

ＮＩＫＫＥＩ　ＡＲＣＨＩＴＥＣＴＵＲＥ，2012－4－25
· 「設計ミスの汚名は死刑も同然　原因究明の継続を宣言するＳＤＧ・渡辺邦夫代表」、
　　　　　　　　　　　　ＮＩＫＫＥＩ　ＡＲＣＨＩＴＥＣＴＵＲＥ　2012－4－25
· 「再発を防ぐ体制の構築を　事故調査の公正性が社会の信頼を得るカギに」、

ＮＩＫＫＥＩ　ＡＲＣＨＴＥＣＴＵＲＥ、2012－4－25
· 「－新潟県・朱鷺メッセ『９億円』訴訟サギ－朱鷺メッセ９億円損害賠償請求を
棄却された新潟県、田邊邦彦、2012年4月20日
· パワーポイント「耐震偽装事件に何を問うべきかー本当の黒幕は誰だー」、高山峯夫、
耐震工学研究会シンポジウム、建築会館ホール、2006年3月6日、

· 「コラム　筆洗…強制起訴の前提となる証拠に粗悪品が含まれていたことが明らかに　　

なった…　」、東京新聞、2012年5月10日

· 「社説、小沢元代表控訴　一審尊重の制度改正を」、中日新聞、2012年5月10日

· 「陸山会事件　虚偽報告書ネット流出の怪」、裁判の密室化に一石」、東京新聞、
2012年5月10日
· 「全国キャンペーンテレビを消して脱原発」、Blog Approaches　2011年4月15日

· 「原発ゼロ元年の年頭にあたり」、内田　樹、2012年5月7日

〇　提出資料（真柄栄毅）

· 「地震と天井落下　ブランコのように揺れて崩壊」、朝日新聞、2012年3月24日

· 「建築学会　地震と天井落下　防止策提言へ」、朝日新聞、2012年4月22日

· 「朱鷺メッセ通路落下訴訟　県、9日控訴」、新潟日報、2012年4月9日
〇　提出資料（辻　英一）

・「問題提起：　構造計算適合性判定について」、辻　英一、2012年5月14日
⇒　指定構造計算適合性判定機関の指定状況一覧レビュー（平成１９年7月11日時点）
⇒　“判定員と設計者は対等である”ということが究極の理想であろう。
⇒　構造適合性判定は羈束行為である。

⇒　構造計算が建築基準法の規定に適合しているかどうかの一点に尽きる。
⇒　米国The International Conference of Building Officials(ICBO)は専門家達が５～６年間、
建築法令を議論して、“ The  Uniform Building Code(UBC)“が決まる。
⇒　日本でも、米国のICBOなどの社会制度を学ぶべきである。
⇒　適判員の使命と役割は個別性の高い建物と法規定との間の橋渡し役である。
⇒　適判の指摘すべき範囲中で間違いがあれば適判機関の責任を問われる可能性がある。それ以外の点では適判機関に責任はなく当該建築設計事務所の責任となるであろう。

⇒　現場を知らない人が多くなっている！

⇒　ものづくりの根幹に戻って真の専門家を育成すること急務である。
⇒　Ｄｅｔａｉｌに熟知したプロフェッショナルエンジニアが益々重要となっている。
⇒　建物がどのように壊れるのかを把握できることが肝要である。実験経験を積んで、

　　さらに現場を熟知した専門家が一層求められている。
⇒　構造設計における設計思想に基づいたデザインプロセスを論理的に詳述して、

設計者自身の工学的判断の論拠などを丁寧に文章化して、それらの論拠を反映している詳細な設計図面が一層求められている。
⇒　消費者が完成品を見定め購入する物販と異なり、昔から医者・弁護士・建築家には見えない結果を予測して信用の上に発注者が契約をして代金を支払うものです。　よって、そこに携わる人達は、この認識を自覚して倫理観に基づいて誠実に行動する必要があります。
· 「福岡県における構造判定機関複数化の要望」、2011年11月20日
　⇒　要望の理由・根拠を明確に表現すべきである。

· 「建築士らのミス原因か　震災直後スロープ崩落　容疑で立件へ」、読売新聞、2012.4.22.

· 「一級建築士１２人を懲戒処分　日建設計など大手事務所員も対象に」、

　　　　　　　　　　ＮＩＫＫＥＩ　ＡＲＣＨＩＴＥＣＴＵＲＥ　、2011－10－10
· 「関西建築技術研究会の記録（その１０　第５６回～第２６８回）」辻　英一（代表幹事）、　
2012年3月発行、
◇　書籍紹介（山東和朗）
· 「日本の耐震建築とともに」、内藤多仲、雪華社、昭和40年5月30日刊

· 「新令制定　市街地建築物法・市街地建築法施施行令・市街地建築物法施施行規則」、
弁護士　冨澤　効、1922年（大正１１年）3月5日、島鮮堂書店、
◇　話題提供（山田利行）

⇒　「山田利行研究室  http://yamadakenkyusitu.bbs.fc2.com/
　　写真俳句ブログ“世界の四季を訪ねて一句”の紹介

------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------
◆　２０１２年　日本建築法制会議総会の開催日時と場所（京橋区民館の予定）
　　　第６２回　総会　　2012年　7月　2日（月曜日）13時30分～16時

　　　第６３回　総会　　2012年　9月　4日〈火曜日〉13時30分～16時

　　　第６４回　総会　　2012年 11月　6日（火曜日）13時30分～16時
第６２回　日本建築法制会議　総会のご案内

日 　時 　：　２０１２年７月２日（月曜日）13時30分～16時00分　　　　　　　　　　　          
場 　所　　： 東京都中央区京橋２－６－７　京橋区民館　洋室　２号室洋室
AGENDA（予定）

　　　　　〇「構造計算適合性判定と今後の課題」
　　　　　〇その他

参加連絡：会場および資料準備のため、２０１２年６月２５日（月曜日）までに

　　　　　参加者の名前・連絡先を事務局（ magara@cnc.jp  ）まで、ご連絡下さい。参加費：　１000円
